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沢を削り、地下水脈を切断して造られた



開発・建設費３４５億円は国費（税金）
維持費は年間十数億円
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失敗に終わった凍土壁



4

2016年 経産省トリチウム水タスクフォース報告書
海洋放出、地層注入、水蒸気放出、水素放出、地下埋設の
5ケースについて検討

2018年 多核種除去設備等処理水の取扱いに関する小委員会
「説明・公聴会」42人の公述人のうち42人は環境放出反対、
陸上保管を望む。

2020年 小委員会報告書
「海洋放出か水蒸気放出が現実的」「海洋放出が確実」
「風評被害への対策を徹底」「海外への情報発信を強化」

2020年 パブリックコメントを募集
約4000件のうち大半が安全性に懸念を表明する

２０２１年 関係閣僚等会議で海洋放出を決定

政府の汚染水対策の経緯

東電社長も会議メンバー



「関係者」とは誰か

東京新聞より

「断固反対」を訴える福島県漁連会長（左）と全漁連会長（当時・右から2人目）



騙すようなやり方で安全を喧伝する

東京新聞より
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莫大な復興予算を使った広告戦略

NHK福島放送局「はまなかあいづTODAY」より
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FoE Japan BLOGより

処理汚染水に含まれているのはトリチウムだけではない
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コンクリート固化
モルタル固化
米国エネルギー省ウェブサイトより

10万トン級タンク貯蔵

代替案がある

原子力市民委員会『100年以上隔離保管後
の「後始末」改訂版2017』（2017年）より
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市民の活動


